
注1)全長という表現がなされているが、墳丘のみの長さを墳長、周

濠を含めた全体の長さを全長と表現した方が分かりやすい。こ

の場合は墳長が適当。 
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概   要 

坊の塚古墳は、各務原市域最大の前方後円墳である。古墳は、被葬者の墓であるとともに富を象徴する

土構造物であるので、築造に際しては規模と共に立地が重要視された。坊の塚古墳と隣接する古墳群が築

造された土地は、低位段丘形成時に発達した比高差 10～15ｍの段丘崖上であることに合わせ、５万年前に

木曽川泥流堆積物が乗り上げて形成した堤状の微高地上でもあることが地形図で示された。 

また、坊の塚古墳の現況を元に竣工時の形状復原を試みたことで、後円部三段、前方部二段築成という

墳丘構造が見えた。正確な墳丘の規模は、墳長 120ｍ、後円部直径 72ｍ、同高さ 11.5ｍ、前方部最大幅 66

ｍ、同高さ 8.5ｍとした。また、周辺の古墳時代の地盤高を 60.5ｍと仮定することで、設計に関わる墳丘の

盛土は周濠の掘削土で賄えることがおおよそ説明できるものと思われる。 

 

キーワード：各務原市，鵜沼，坊の塚古墳，鵜沼低位段丘面，木曽川泥流堆積物 

 

 

1. はじめに 

 

岐阜県各務原市鵜沼羽場町には、現在滅失しているも

のを含め９基の古墳が知られている。そのうちの３基は、

古墳時代前・中期（４～５世紀）に、他の６基は不確定

ではあるが後期（６～７世紀）に築造されたとされる。

本論では、首長クラスの大規模な古墳が造られることの

多い前・中期に注目し、中でも当地で最大の規模を誇る

坊の塚古墳（写真１）をテーマに取り上げた。 

古墳は、被葬者の富力を象徴する土構造物である。古

墳の築造に際して、最も重視されたのは規模であろうが、

その他にも複数の条件、例えば立地も十分に検討された

と思われる。まず、坊の塚古墳の用地をこの場所に決定

させた条件とは何であったのかを考察する。 

また、坊の塚古墳は現況測量図を見て明らかなように、

その形状は竣工時の状態を留めていない。そこで、現況

から出来る限りの復元を図面上で行い、正確な規模と構

造について検証する。そして、当時の地盤高と坊の塚古

墳の周濠掘削土との関係をシミュレーションし、墳丘盛

土の獲得方法について論ずる。 

 

2. 古墳の概要 

 

坊の塚古墳の規模は、墳長注 1）120ｍ、後円部直径 72

ｍ、同高さ 10ｍ、前方部最大幅 66ｍ、同高さ 7.8ｍとさ 

 

 

写真1 坊の塚古墳の空中写真 

 

れる。昭和 32年に岐阜県の史跡指定を受け、市域最大、

県下第２位の規模を誇る前方後円墳として評価されて

いる。 

 埋葬主体部は竪穴式石室で、現在、大きな窪みとなっ 
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図1 鵜沼低位段丘面と木曽川泥流堆積物の推定範囲 

 

ている盗掘跡が石室の位置を示す。石室本体は露出しな

いが、天井石の一部が盗掘の際に墳丘外へ放り出されて 

おり、その石材は硬質砂岩（通称“鵜沼石”）と確認で

きる。盗掘があったのは、明治 19・35 年頃で、その時

に出土した副葬品から古墳の築造時期は５世紀前半と

みなされる。墳丘については正式な発掘調査はなく、北

西の隣接地においては 1992 年に周濠範囲確認調査が行

われている 2）。周濠の存在については、従前より墳丘周

辺の地形段差や地割を根拠に指摘されてきたが、この時

の調査で実在が明らかになっている。 

 付近には、衣裳塚古墳と一輪山古墳が存在し、おそら

く支配権継承の過程で順次築かれていったものと考え

られる。衣裳塚古墳も県指定史跡で、直径 52ｍ、高さ 7

ｍの規模を有し岐阜県下最大の円墳として評価される。

しかし、西側に削り取られたような痕跡があることから、

本来は前方後円墳であったとする見解が有力で、本論も

それを支持する。衣裳塚古墳の出土品については一切知                

られていないが、築造年代は古墳群の年代から 4～5 世

紀代の範囲と推定される。 

 一輪山古墳は、大正末期から昭和初期の開墾によって

滅失したが、その際に三角縁波文帯四神二獣鏡（各務原

市重要文化財）と鉄製品の折片が出土している。古墳の

規模等については、直径 9ｍ、高さ 2ｍ余りの円墳とい

う記録があるが、本来の規模・形状とは考え難い。出土

品から判断して、一輪山古墳は 4世紀後半の築造と考え

られるので当古墳群のなかでは最も古い可能性がある。 

 

3. 古墳の立地条件 

 

坊の塚古墳は、鵜沼低位段丘面を臨む比高 10～15ｍの 

崖上に横向きに位置する。古墳が所在する鵜沼羽場町の

“ハバ”とは崖を意味する地名で、近くの崖下には巾下

という地名も見られる。古墳上で葬祭儀式を執り行い、

被葬者の富を象徴し眼下へ支配を及ぼしていくために、

古墳用地は最も目立つ場所に選ばれたのであろう。衣裳

塚・一輪山古墳についても、全く同様の立地条件にある。 

坊の塚古墳周濠範囲確認調査では、古墳が築かれた地

盤中に木曽川泥流堆積物という特殊な土壌が確認され

た。古墳築造と木曽川泥流堆積物との関係については、

先に論考したところである 3）。御嶽山の火口から約

200km を木曽川沿いに下降した 10 億㎥といわれる木曽

川泥流堆積物の一部は、木曽川が各務原台地の西端部を

浸食し鵜沼低位段丘面を形成する初期に、その段丘崖に

乗り上がるように堆積して残ったと説明できる。今日も、

耕作により地表に浮き上がった木曽川泥流堆積物の土

塊が崖線に沿って帯状の分布を示すことが確認されて

いる（図 1）。木曽川泥流堆積物に包含された樹木の 14C

年代は５万年前で、海面低下により木曽川の河床が下が

り始めたのは７～５万年前と言われる 4）。古墳時代より

遥かに過去の出来事である。 

このような堆積物が地形に及ぼした影響を調べるた

めに、古墳群周辺の等高線を確認した。しかし、一帯は

宅地化が進行しており、参照した各務原市都市計画図で 
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図2 可視化した段丘崖上の地形 

 

は、断片的な等高線が示されるのみであった。そこで、

都市計画図上に打たれた標高付の単点を 50 ㎝区切りで

グルーピングする作業を行った。対象を標高 57.0ｍ～

63.5ｍの単点 983 点に絞り込み、目的とする等高線を描

いた（図 2）。 

得られた等高線図は、道路や鉄道等で大規模に改変さ

れている部分の形状を相応に表わした。また、等高線は

坊の塚古墳の周囲が低くなっていることを示し、古墳築

造の際に土取りが行われた痕跡をとらえた。したがって、

この方法で作成された等高線図は現況地形を示す資料

として有効であると言える。そして、全体を見ると等高

線は崖線に沿って堤状に盛り上がる地形を浮き彫りに

した。崖線上にこのような地形が形成された原因は、地

盤を構成する木曽川泥流堆積物にあると容易に推測す

ることができる。改めて古墳群の分布を見ると、坊の塚

古墳に限らず衣裳塚古墳や一輪山古墳も、木曽川泥流堆

積物によって形成された地形の標高ピークに沿って並

んでいることが伺える。段丘崖で、かつ泥流堆積によっ

て上乗せされた堤状の地形は、古墳群を築造するための 

恰好の条件となっていたことを指摘できよう。 

 

4. 墳丘の規模と構造 

 

坊の塚古墳の現況測量図にスケールを当てると、墳長

113.1ｍ、後円部直径 65.6ｍ、前方部最大幅 55.4ｍと計測

され、各務原市が示す規模に届かない。このことから、

公称値に誇張があると指摘する声がある。 

坊の塚古墳に限ったことではなく、墳丘の縁辺部は地

中に埋没していることが多い。長年月の間に、墳丘の盛

土や周辺の土壌が周濠内へ流れ込み、墳丘の裾部を覆っ

てしまうことが原因である。坊の塚古墳の場合、外周に

道路が巡ることで墳丘の輪郭が明瞭に思えるが、かえっ

て本来の形状は曖昧になっている。この道路は、明治 14

年の名古屋鎮臺参謀部作成の測量図にも表されている

ので、近代には既存したものである。現在のアスファル

ト舗装が施されたのは昭和 50年代頃だと思われる。 

 また、墳丘前方部の南西角部は歪な形を呈している。

墳丘の主軸に対して墳形が左右対称にならない。全国の

前方後円墳の中には不整形な墳形のものも見られるが、

坊の塚古墳の場合は脇を斜めにかすめる道路の敷設に

よって墳丘が削り取られている。現在は法面保護のため 
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写真2 坊の塚古墳前方部崩落断面（1992年） 

 

の工事が施されているが、過去には墳丘盛土が露出する

状態が長く続いていた（写真 2）。 

 坊の塚古墳がこのような状態にある限り、正確な規模

を測量することは困難である。そこで、埋没、若しくは

損傷している部分を推定して補い、復元モデル図の制作

を試みた。ただし、事実を抑えるべき要所の発掘調査が

出来ていない以上、あくまでも仮定の復原図である。 

 『各務原市史』編纂時に作成された、「坊の塚古墳測

量図」5）が存在する。墳丘の形状は 50cm 間隔の等高線

で表されており、今のところ最も精度の高い図面である。

この図を用いて墳丘の復元を始めるにあたり、まず主軸

線を検討した。後円部上面、すなわち墳頂部の正円形が

比較的よく残っていることから、中心点を落とし前方部

両側の等高線が線対称になるよう中軸線を引き出した。

その結果、過去に設定した墳丘中軸線より時計回りへ

1.8°振れることになったが、今回は見直し後の中軸線に

基づいて墳丘全体を復元した。 

『各務原市の文化財』6）によると、坊の塚古墳は二段

築成と説明されている。現在の墳丘裾部には、外周道路

の敷設により生じた客土が積み上げられているようで

ある。現地で観察すると、この部分の土壌中に近世以降

の陶磁器片が混入していることから本来の墳丘盛土で

ないことが分かる。しかし、すぐ上位で一周する幅広の

平坦部は、その影響を強く受けていないと認識でき、す

なわち築成段のテラス面として注目できる。坊の塚古墳

を二段築成とする根拠は、おそらくこの部分にあろう。

ところで、坊の塚古墳からは円筒埴輪が採集されている。 

円筒埴輪列があるとすれば、こうしたテラス面に並べら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れた可能性が高い。次に墳丘断面を検証するが、後円部

の北西側は主体部盗掘時の客土で乱れている。代わって、

後円部の南東側は比較的整った状態にある。この部分の

断面形を平面図から起こしてみると、勾配の変化点が上

下２個所に確認できた（図 3）。下位 61.0m の位置に認

められる変化点 Bは、上述のテラス面に一致するもので

ある。また、上位65.0mの位置に認められる変化点Aは、

狭幅ではあるがもう一つのテラス面の存在を示唆して

いる。墳丘平面図から見ても、この２か所を境として等

高線の密度が異なり傾斜角が変化していることを伺い

知ることができる。つまり、坊の塚古墳の墳丘は後円部

三段築成、前方部二段築成と言える。 

 復元モデル図の制作にあたっては、テラス面の存在を

加味したほか、括れ部の稜線、前方部の稜線を現況から

決定して完成させた（図 4）。この復原モデル図上で坊の

塚古墳の墳丘を計測すると、ほぼ公称値に等しくなる。

ということは、公称となる値が最初に得られた時も同様

な復元作業を経ていたのである。つまり、坊の塚古墳の

説明に用いられる墳丘の規模は、現況ではなく墳丘の埋

没・損傷部分を含めた推定規模ということになる。一方、

高さについては、現況で測定されていた感が強い。その

後の周濠範囲確認調査の結果を踏まえれば、本来の高さ

として後円部で 11.5m、前方部で 8.5mに見直す必要があ

ろう。 

 

5. 墳丘と周濠の土量 

 

古墳築造の基本原理は、切土と盛土である。墳丘の下

位は切り出し、上位は盛土によって全体の高さが得られ

ている。すなわち、墳丘の高さとは、両行為で得られる

相対的な高さのことになる。墳丘周辺の土壌が掘削され、

中心の墳丘部に盛り上げられるため、墳丘外周には大き

な窪地ができる。その窪地を整えたのが周濠であるとい

うのが通説である。では、実際に墳丘の盛土全てを周濠

部分から獲得することが出来るのであろうか。坊の塚古

墳の場合でシミュレーションを試みた。 

 周濠は埋没しているが、発掘調査の結果により一部が

確認されているため、全体の範囲を想定することが可能

である。墳丘は、竣工時の形状に基づいてデータをとる 

必要があるため、前節で作成した復元モデル図を活かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 坊の塚古墳後円部の断面形 
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図4 坊の塚古墳の復原モデル 
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表1 坊の塚古墳の墳丘体積と周濠体積の計算表 

- 124 -



注2) 掘削した土を突き固めて盛土した場合、土量（体積）は約4％

ほど縮むと言われている。古墳の墳丘は、版築等の突き固めが

行われているだろうから、本来ならこの変化も合わせて考証す

べきだが今回は考慮に入れていない。 

図5 面積計算上の重複部分 

 

そして、次に重要なのは切土と盛土の垂直境界、すなわ

ち古墳時代当時の地盤高で、この値が基準になる。結論

から述べると、古代の地盤高（以下 GL）を 60.5ｍに設

定した。発掘調査時に測量した周濠外部の地表面は標高

60ｍ以上を示し、図 2に表された等高線でも古墳の立地

する場所は標高 60.0～60.5ｍ、間近の最高位部では標高

60.5～61.0ｍを示した。古代から現代までに、地形の起

伏が均されていく傾向にあると考えれば、標高 60.5ｍを

古代の GLとする見解に矛盾はないものと考える。 

 墳丘の体積は、スライス法によって算出した（表 1）。

墳丘を水平にスライスして出来るプレートの面積に、高

さを乗じながら積み上げた。なお、上下のプレート面積

の平均値にプレート間の標高差を乗じることによって

上下プレート間の体積を求める、平均平断面法も合わせ

て用いた。墳丘全体を円形と台形に分け、基本的に標高

1ｍ毎にスライスした体積を積み上げたが、墳丘括れ部 

分には両者が接続して重複する部分があるため（図 5）、 

 

台形側の面積算出の際に長さ（面積計算の場合の高さ）

を補正した。こうして得られた、標高 60.5ｍ以上の墳丘

盛土体積は 18,385.02㎥である。 

 次に周濠部分の体積計算である。こちらは半円径と台

形に分離して、盾形の周濠を含んだ古墳の全敷地面積を

算出した。その結果、15,265.64㎡と計算された。そこか

ら、墳丘の面積を差し引くことによって周濠のみの面積

が得られる。墳丘の面積は、後円部と括れ部、前方部に

三分割し、括れ部については二つの直角三角形に置き換

えて計算した。まず、標高 60.5ｍにおける墳丘の面積を

計算すると 8,483.34㎡になる。次に、標高 60.5ｍからの

周濠深さの平均値が 2.0ｍであることを踏まえ（図 6）、

標高 58.5ｍにおける墳丘面積を算出した。このレベルが

理論上の墳丘基底部になる。その面積は、9,771.9㎡と算

出された。そして、両面積の平均値に高さを乗じること

で、周濠部の切土体積が算出される。得られた値は

18,255.2 ㎥となる。すなわち、墳丘盛土の体積と比較し

て差は 130㎥と、まず誤差の範囲に収められそうな数値

を算出することができた注 2）。 

                

6. まとめ 

 

古墳時代前・中期の古墳は規模が大きく、地方の県主

や首長等、強大な権力者の墓であることが大半である。

各務原市鵜沼において古墳群の用地となった比高 12～

13ｍの段丘崖線は、被葬者が死後も配下の地に威厳をか

ざし後継者に支配力を維持させるために選択した重要

な墓域であった。そして、選ばれた用地は単なる段丘崖

上ではなく、御嶽山に由来する木曽川泥流の堆積により

堤状に盛り上がった地盤の範囲であることが確かめら

れた。古墳群は、西方の高位段丘側からも小高い位置に

見えていたことになる。複数の自然作用が重なって形成

されたこの特異な地形は、４～５世紀の地域支配のため

に好都合な条件を備えていたことがよく理解された。 

設計上で復元した坊の塚古墳の墳丘モデルは、上下二

箇所のテラス面をとらえた。このことによって、後円部

三段、前方部二段築成という墳丘構造についての新しい 

図6 坊の塚古墳周濠の断面図 
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見解を得るに至った。さらに、各所で用いられている墳

丘規模の公称値が復元モデルの測定値に一致したこと

により、その値が妥当な復元値であると理解された。 

また、一般的な古墳の墳丘が周濠からの盛土で築かれ

ることは考古学における定説となっているが、坊の塚古

墳の復原モデルを用いたシミュレーションは、幾つかの

仮定を含みながらも定説を裏付けることが可能である

と分かった。 

千数百年を経て残されている古墳は、さすがに当時の

姿のままではなく経年変化というフィルターが掛かっ

ている。古墳のみならず周辺の地理的環境全体からもフ

ィルターを除去する、すなわち今回の場合、等高線を描

き客観的条件を整理することで、古墳を取り巻く古代の

情景が鳥瞰図として蘇ってくる。そのためには、まず自

然の地形形成史と人の土地利用史をきちんと整理する

ことが肝心である。そして、人がいかに自然地形に依存

したか、あるいは働きかけたかを研究することで、より

実感できる具体的な歴史を知ることができるように感

じられた。 
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